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都市整備部公園緑地課

1資料３

茶臼山動物園再整備事業
の 進 捗 に つ い て



2「アムールトラの森」整備の方針について

【飼育展示方針】

・繁殖可能な施設とし、種の保存に取り組む

飼育可能頭数：２頭 → ４頭

・樹木や水を用い森林環境を再現し、

森の中を動きまわる本来の生態を展示

【整備した機能】

①展示機能（絶滅危惧種 アムールトラ）

・生息環境展示・・・自然環境・動物本来の生態の学習

・駆除肉を飼料として与える屠体給餌・・・地域資源の活用、課題の解決

②学習機能（休息所を兼ねた多目的学習室）

③物販機能

  ・魅力ある動物園オリジナルグッズ販売

・地域産農産物・ジビエ食材の販売・・・販路、消費拡大

アムールトラ展示イメージ

シカの足（餌）

とたい きゅうじ

ジビエ食材

この整備方針の
もと、建設を
行ってきました

旧猛獣舎
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１F
学習室

１F
飼育室

観覧場

観覧場

展示室

屋外展示１

約200㎡
屋外展示２

約200㎡ A’A

南口
券売所

ライオンの丘

交付金事業（複合施設）

効果促進事業（屋外施設）

単独事業（屋外施設・整備
中）

２F
物販
スペース

AーA’断面図

写真１

写真2

南口ゲート

写真2

2階 物販スペース外観

屋外展示外観

写真１

2階

1階

→南口

平面図

「アムールトラの森」整備状況について①
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③ トラのシェルター
になる「虎穴」

和（なごみ） ６才

① 原産地の針葉樹林
（タイガ）を再現

② 観覧場から見る池

新（しん） ６才

④ 1階 屋内展示室

⑤ 1階 学習室

帰ってきたアムールトラたち

⑥ 2階 物販スペース

屋外展示

１F
学習室

１F
飼育室

展示室
屋外展示１

屋外展示２

２F
物販

スペース

観覧場

観覧場

①

②

①

③

③

②

⑤

⑥

④

複合施設

「アムールトラの森」整備状況について②
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◆施設整備費・財源内訳

財源内訳 金額（千円） 備 考

長野市茶臼山動物園整備基金繰入金 ３３，２１１ サポーター（個人・企業団体）からの寄附

長野市ふるさと応援基金繰入金 58，58９ 企業版ふるさと納税、ふるさと“ながの”応援寄附

地方創生拠点整備交付金 １８２，６００ 売店・動物舎・学習室・パドック隔壁

市 債 １８２，６００

合 計 457,000

◆茶臼山動物園サポーター

整備費等について

・自主財源確保のため、寄附者であるサポー
ターへの特典を用意

・特別イベントとして、５月16～17日に内覧会
を実施

◆今後の予定

・５月20日のアムールトラ「新（しん）」「和（なごみ）」搬入後、屋内展示室・屋外展示
の新しい環境に順応させる慣らし飼育を実施中

・７月下旬 オープン予定

・５月初旬に屋外展示の植栽が完成し、潅水等の養生を実施

（令和８年度以降 茶臼山動物園、城山分園それぞれの再整備に関する基本計画等を策定予定

「アムールトラの森」内覧会の様子
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